
■トラック０４　お口に射精した精子、耳元でじっくり♪咀嚼してあげるね♪

花蓮　　　 マイク右側

真由莉　　マイク左側

（■※乳首責めを意識した距離で)

（■※別取りの時はふたりの距離の調整お願いします）

花蓮　　　「（■※乳首舐め　　１５秒ほど）

　　　　　　ちゅばれろちゅばっ・・・

　　　　　　んふ、どう？　ふたりで同時に、

　　　　　　乳首舐めたり吸ったりされるの・・・

　　　　　　気持ちいい？

　　　　　　れろちゅばちゅばっ・・・

　　　　　　（■※乳首舐め　　１５秒ほど）

真由莉　　「ちゅばれろっ・・・　　

　　　　　　　ほら、乳首責めながら、

　　　　　　　おちんちんも、指輪っかで、

　　　　　　　しゅっしゅしてあげるからね～♪

　　　　　　　んんっ　　ちゅばれろちゅばっ・・・

花蓮　　「あは♪　またそんなにのけ反っちゃって・・・♪

　　　　　　感じまくっちゃって・・・可愛い♪

　　　　　　れろれろ・・・

　　　　　　ん、ちゅ～～～～～～～っ・・・♪

　　　　

　　　　　　あはっ！　またびくんって、なった～♪

　　　　　（■※乳首舐め　　２０秒ほど）



真由莉　「乳首もおちんちんも、

　　　　　　こんなにギンギンに勃起させて・・・♪

　　　　　　れろちゅば・・・

　　　　　　ほら、ぺろぺろ舐めたりぃ・・・♪

　　　　　　甘く優しく・・・

　　　　　　噛み噛みもしてあげるね・・・♪

　　　　　　ん・・・　　ん・・・　ん・・・

　　　　　　ちゅぱちゅぱちゅぱ・・・・

　　　　　　ちゅ～～～～～～～～～っ・・・

　　　　　（■※乳首舐め　　２０秒ほど）

花蓮　　　「ほら、かみかみかみ・・・

　　　　　　ん、んっ・・・　れろれろ・・・　んっ・・・

　　　　　　ふふ、気付いてる・・・？

　　　　　　キミ、今日もとんでもなく

　　　　　　だらしない顔、してるぞ～♪

　　　　　

　　　　　　ちゅぱちゅば・・・

　　　　　　完全に蕩けたメスみたいな顔、

　　　　　　しちゃってるわよぉ？

　　　　　　ちゅばちゅばれろ・・・

　　　　　　ほら、男の子でしょ？

　　　　　　頑張れ～？

　　　　　　（■※乳首舐め　　１５秒ほど）

真由莉「ふふ、さっきから、　あっ。あっ。って・・・

　　　　　もう完全に女の子みたいな声に、

　　　　　なっちゃってるけどね・・・♪

　　　　　んっ・・・　んっ・・・

　　　　　ちゅ～～～～～～～～～～っ

　　　　　ふふ、ほら、また・・・♪



　　　　　ん・・・ちゅう・・・ちゅう・・・

　　　　　とっても感じてくれて、嬉しい・・・♪

　　　　　（■※乳首舐め　　２０秒ほど）

花蓮　　「（■※耳元ゼロ距離によって・囁く感じで）

　　　　　　ほら、おちんちんも、

　　　　　　親指と、中指で作った指輪っかで・・・

　　　　　　しこしこしこ・・・

　　　　　　しこしこしこしこしこしこしこしこ・・・

　　　　　　丁寧に気持ちよ～～～～く、

　　　　　　扱いてあげるからね～～♪

　　　　　　しこしこしこ・・・

　　　　　　しこしこしこしこしこしこしこしこ・・・

　　　　　　（■※しこしこリピート　２５秒ほど）

真由莉　　「んんっ・・・ちゅうちゅう・・・

　　　　　　　ん？　乳首溶けちゃう？

　　　　　　　もう全身がすっかり性感帯になったみたい？

　　　　　　（■※耳元ゼロ距離によって・囁く感じで）

　　　　　　　いいのよ・・・？　

　　　　　　　トロットロに溶けて・・・？　　

　　　　　　　両方の乳首を甘～く責めながら、

　　　　　　　いっぱいしこしこしてあげるから・・・♪

　　　　　　　今日もたっぷり、出してね・・・？

　　　　　　　しこしこしこ・・・

　　　　　　　しこしこしこしこしこしこしこしこ・・・



　　　　　　　（■※しこしこリピート　２０秒ほど）

花蓮　　「（■※また乳首の距離に移動して）

　　　　　　ちゅばちゅばちゅば・・・・

　　　　　　ほら、また乳首舐めたり吸ったり・・・

　　　　　　してあげる♪

　　　　　　ん、ちゅ～～～～～～～～っ♪

　　　　　　

　　　　　　あは、またビクンって跳ねた・・・♪

　　　　　　ちゅばちゅばちゅば・・・

　　　　　　そろそろイキそうかな・・・？

　　　　　　いいよ、このまま出して・・・。

　

ふたり　（■※乳首吸ったり舐めたり　３０秒ほど）

　　　　　（■※射精）

花蓮　　「んあっ・・・　あっ・・・　わあ・・・　あっ・・・♪

真由莉　「あっ♪　　あっ・・・　　ああ・・・♪

花蓮　　「あっ・・・　出てる・・・♪　　わ、すっごい勢い・・・♪

　　　　　　あんっ♪　　　あっ・・・　　わあ・・・

真由莉　「ほら、しこしこしこ・・・

　　　　　　最後の一滴までお射精、しようね・・・♪

　　　　　　ちゅぱちゅぱちゅぱ・・・

花蓮　　　「ふふ、イッてる時の顔・・・可愛い・・・

　　　　　　射精、終わった・・・？

　　　　　　はあ・・・　いっぱい、飛ばしたわね・・・



　　　　　　やん♪　ちょっと顔にかかっちゃった・・・♪

真由莉　「素敵・・・♪

　　　　　　今日もいっぱい、溜めてきてくれたのね・・・♪

　　　　　　気持ちよ～～～～く射精出来て、今日も幸せ・・・？

　　　　　　ふふ、良かった・・・♪

　　　　　　（■※マイク・フェラ位置へ移動しながら）

　　　　　　

　　　　　　じゃあ、またお姉さんがおくちでお掃除・・・

　　　　　　してあげるからね～。

　　　　　　れろ・・・ちゅぱ・・・

　　　　　　（■※優しいお掃除フェラ音　２０秒）　

花蓮　　　「ふふ、　じゃあ私も・・・♪

　　　　

　　　　　　（■※マイク・フェラ位置へ移動しながら）

　　　　　　れろ・・・ちゅぱ・・・

　　　　　　（■※優しいお掃除フェラ音　２０秒）　

真由莉「丁寧に・・・　んっ・・・

　　　　　綺麗にしてあげるからね～～～・・・。

　　　　　ちゅぱちゅぱ・・・

　　　　　気持ちいいと思うけど、我慢してね・・・。

　　　　　（■※優しいお掃除フェラ音　１５秒）

花蓮　　「尿道に残ってるのも・・・　ん、

　　　　　す～～～～～～～～～っ・・・♪

　　　　　ちゅ～～～～～～～～っ・・・♪

真由莉「ん、私も・・・

　　　　　ちゅ～～～～～～～～っ・・・

　　　　　ん、ちゅ～～～～っ・・・　　す～～～っ・・・



　　　　　す～～～～～～～～～～～っ・・・

　　　　　（ちゅぽんっ）　んっ・・・

　　　　　ふふ、綺麗になったけど、

　　　　　やっぱりまた硬くなっちゃったわね・・・♪

　　　　　（■※優しいおそうじフェラ　２５秒）

花蓮　　　「あは♪　結局こうなるのよね～・・・♪

　　　　　　じゃあ、今日もこのまま、

　　　　　　連続射精　頑張ろっか♪　

　　　　　　次はこのまま真由莉さんとふたりで・・・

　　　　　　ダブルフェラチオ抜き・・・してあげるね～♪

　　　　　　ん・・・ちゅぱ・・・れろちゅぱ・・・

　　　　　　（■※優しいフェラ　２０秒）

真由莉　「れろちゅぱ・・・

　　　　　　ふふ、男の人の夢・・・なんでしょ？

　　　　　　こんな贅沢・・・プライベートじゃまず味わえないわよね・・・♪

　　　　　　んちゅばっ・・・れろちゅぱ・・・

　　　　　　

　　　　　　ほら♪　亀さんの頭を・・・

　　　　　　ちゅばれろっ・・・

　　　　　　ねっとり舌でおしゃぶり・・・してあげる・・・♪

　　　　　　（■※舐めしゃぶるフェラ　２０秒ほど）

花蓮　　「んちゅっ・・・私は、睾丸を責めちゃうね～♪

　　　　　パンッパンに精子が詰まってるタマタマを・・・

　　　　　あもっ・・・　　優しく口に含んでぇ・・・♪



　　　　　優しくコロコロしてあうぇる・・・♪

　　　　　あもっ・・・　んんっ・・・　れろ・・・

　　　　　（■※玉舐め　２０秒ほど）

真由莉　「れろちゅぱ・・・

　　　　　　お姉さんふたりに同時におしゃぶりされて・・・幸せ？

　　　　　　こんなの感じすぎちゃう・・・？

　　　　　　

　　　　　　んっぶぽっ！ぶぽっ！ぶぽっ！ぶぽっ！

　　　　　　ふふ、いっぱい感じて・・・♪

　　　　　　

　　　　　（■※舐めしゃぶるフェラ　２０秒ほど）

　　　　　

　　　　　　

花蓮　　「っぷぁ・・・♪

　　　　　私もまたおちんちんを・・・

　　　　　れろちゅばちゅば・・・

　　　　　あはっ♪　もう恥ずかしいお汁、

　　　　　いっぱい出ちゃって、どろっどろ・・・♪

　　　　　れろちゅばちゅぱ・・・

　　　　　お掃除してあげたばっかりなのに・・・♪

　　　　　いけない子ね・・・♪

　　　　　ちゅばれろちゅばっ

　　　　　（■※フェラ音　２０秒ほど）

真由莉　「んっ　今度は私が、

　　　　　　タマタマをはむはむしてあげるね～♪



　　　　　　あもっ・・・　んっ　あも・・・

　　　　　　凄い♪　ぱんっぱん・・・♪

　　　　　　あも・・・れろ・・・　あも・・・

　　　　　　今日もここにいっぱい・・・溜めて来たのね・・・♪

　　　　　　あもあも・・・　　んもっ・・・

　　　　　　

　　　　　　（■※玉舐め　３０秒ほど）

花蓮　　　「んっ！　んっ！　んっ！

　　　　　　　竿もいっぱいお口すぼめて、

　　　　　　　交代でおくちコキ、してあげるからね～♪

　　　　　　　んぼっ！　んっ！

　　　　　　　ぶぽっ！　ぶぽっ！　ぶぽっ！

　　　　　　（■※ピストンフェラ　１５秒ほど）

　　　　　　っぷはあ・・・　　　れろれろちゅぱれろ・・・

　　　　　　（■※舐めるフェラ　　２０秒ほど）

真由莉　「んっ・・・じゃあ私も・・・んぼっ！　んっ！

　　　　　　ぶぽっ！　ぶぽっ！　ぶぽっ！

　　　　　　（■※ピストンフェラ　２０秒ほど）

　　　　　　んっ

　　　　　　ちゅばちゅばれろちゅばっ・・・

　　　　　（■※舐めしゃぶるフェラ２０秒ほど）

花蓮　　「　んぼっ！　んっ！

　　　　　　　ぶぽっ！　ぶぽっ！　ぶぽっ！



　　　　　　（■※ピストンフェラ　１５秒ほど）

　　　　　　っぷあ・・・　　　れろれろちゅぱれろ・・・

　　　　　　（■※舐めるフェラ　　２０秒ほど）

真由莉「んぼっ！　んっ！　　　　　　

　　　　　ぶぽっ！　ぶぽっ！　ぶぽっ！

　　　　　　（■※ピストンフェラ　１５秒ほど）

　　　　　　んっ

　　　　　　ちゅばちゅばれろちゅばっ・・・

真由莉 （■※舐めしゃぶるフェラ  ３０秒ほど）

花蓮　　（■※舐めしゃぶるフェラ　３０秒ほど）

花蓮　　　「ん？　そろそろ出そうなの・・・？

　　　　　　　れろちゅばれろ・・・

　　　　　　　じゃあ最後は真由莉さんとふたりで・・・

　　　　　　　目を閉じて、おくちを大きく開けて・・・

　　　　　　　舌をべ～～～って出して・・・待ってるから・・・♪

　　　　　　　（■※舐めしゃぶるフェラ　４０秒ほど）

　　

真由莉　　「ボクくんはＡＶに出てくる男優みたいに・・・

　　　　　　　お手手でおちんちんをしこしこしこしこ扱いてぇ・・・♪

　　　　　　　私たちふたりのおくち目がけて・・・

　　　　　　　びゅっびゅって・・・　お射精してね・・・♪

　　　　　　（■※舐めしゃぶるフェラ  ２０秒ほど）

　　　　　　あ～～～～ん・・・♪



花蓮　　 「あ～～～～ん・・・♪

　　　　　　～間～

　　　　　　（■※射精）

真由莉　　「あっ！　　っぷあっ・・・♪　　　あ・・・　　　あっ・・・！

　　　　　　　んあっ・・・♪　出ふぇる・・・♪　　あっ・・・　　　っぷぁ・・・　　

　　　　　　　おくひにっ・・・　　　んあっ・・・　　　ふごいっ・・・　　あっ・・・・　

花蓮　　　「んあっ♪　　あっ！　　こっちにもっ・・・♪　　　あ・・・　　　あっ・・・！

　　　　　　　ぷあっ・・・♪　　射精・・・なっがぁい♪　　　　あっ・・・　　　

　　

　　　　　　　っぷぁ・・・　　　　　　あっ・・・　　　んあっ・・・　　　ふごいっ・・・　　あっ・・・・

　　　　　　　ああ・・・♪

ふたり（■※口内に液体がある事を意識しながら）

真由莉　　「んあ・・・　っぷぁ・・・♪

　　　　　　　やっと射精・・・終わったわね・・・♪

　　　　　　　あ～～～～～ん・・・♪

　　　　　　　ほら、ふっごい・・・♪



　　　　　　　今日もおくひに、こんらに・・・♪

花蓮　　　「んあっ・・・あ～～～～～～ん・・・♪

　　　　　　ほあ、私にも・・・♪

　　　　　　一生懸命、しこしこしこしこ、

　　　　　　しごいてたね～～～～♪　　

　　　　　　すっごく興奮、してたんらね～～～♪

ふたり（■※ふたりともマイクゼロ距離へ）

真由莉「（■左耳マイクゼロ距離へ）

　　　　　じゃあ、これから耳元で、

　　　　　キミの精子・・・おくちの中でねっっっ・・・とり。

　　　　　こねくり回す音、

　　　　　聞かせてあげるね・・・♪

　　　　　んちゅっ　れろぐちゅっ・・・

　　　　　んあっ・・・　　　れろぬちゅれちゅぐちゅ・・・

　　　　　（■※咀嚼音　２０秒ほど）

花蓮　　「（■※マイク右耳ゼロ距離へ）

　　　　　んあっ・・・　おくちにたっぷり出したせーし・・・

　　　　　お口の中でかき混ぜたりぃ・・・♪

　　　　　むちゅれろっ・・・

　　　　　奥歯も使ってぐちゅぐちゅ咀嚼して・・・

　　　　　丁寧にごっくん・・・してあげるね・・・♪

　　　　　（■※咀嚼音　２５秒ほど）

真由莉「んっ　今回もふっごく濃い・・・♪

　　　　　ぐちゅれちゅぐちゅっ・・・

　　　　　ほあ、聞こえる・・・？

　　　　　濃すぎて、おくちの中れ、

　　　　　ネバついてる音・・・♪

　　　　　れろぐちゅれろっ・・・　むちゅぐちゅ・・・♪



　　　　　

　　　　　いっつもこんらにネバついた濃い精子・・・

　　　　　お姉さんたちに飲ませてるのよ・・・？

　　　　　むちゅぐちゅっ・・・

　　　　

　　　　　（■※咀嚼音　２５秒ほど）

花蓮　　「ふっごい・・・♪　ほんろネバネバで、

　　　　　自然薯（じねんじょ）でも食べてるみたい・・・♪

　　　　　ぐちゅれちゅぐちゅ・・・♪

　　　　　こうやって直接耳元れボク君の精子・・・　

　　　　　舌れかき回して・・・　噛みしめて・・・

　　　　　んあっ・・・　れろれろ・・・♪

　　　　　口内射精したことを、じっくり・・・

　　　　　実感さふぇてあげるね・・・♪

　

　　　　（■※咀嚼音　２５秒ほど）

真由莉「しっかり聴いてね・・・♪

　　　　　おくちの中の大量の精子を・・・んんっ

　　　　　耳元れぐちゅぐちゅかき回して・・

　　　　　んちゅっ　えろっ　れちょぐちゅ・・・

　　　　　奥歯で元気な精子を、

　　　　　ひとつひとつ磨り潰すみはいに

　　　　　丁寧に・・・　　んんっ　ぐちゅぐちゅっ・・・

　　　　　しっかり・・・　咀嚼しちゃうね・・・♪

　　　　（■※咀嚼音　２５秒ほど）

花蓮　「ほーんと、いふも凄い量なんらから・・・♪

　　　　　むちゅぐちゅれちゅっ・・・♪

　　　　　毎回自分の子種、お姉さんたひのおくひに



　　　　　こんらに無駄撃ちしてえ・・・♪　

　　　　　咀嚼させて・・・　飲み込ませて喜んで・・♪・

　　　　　れちょぐちゅれちょっ・・・

　　　　　赤ちゃんの種たひに、申し訳なく思わないのぉ・・・？

　　　　

ふたり（■※咀嚼音　２５秒ほど）

　　　　　　

真由莉

花蓮　　「んっ・・・（ごくっ）　んっ！

　　　　　

　　　　　んくっ　　　んっ・・・　　　（ごくっ！）　　んっ・・・！

　　　　　んっ・・・　こくっ・・・・　ごくっ・・・　　　んっ・・・

　　　　　んっ・・・　　　んっ・・・　　　　んっ・・・

　　　　　っぷぁあ・・・♪

真由莉「はあ・・・　ああん・・・♪

　　　　　今日もまたごっくん・・・　しちゃった・・・♪

　　　　　元気な何億もの赤ちゃんの種が、

　　　　　食道を通って・・・いっぱいお腹に入っちゃったね・・・♪

花蓮　　「ああん・・・♪

　　　　　ねっっっ・・・とりとした元気な

　　　　　粘り気の強～い元気な精子、

　　　　　いっぱいぐちゅぐちゅして、

　　　　　ごっくん・・・しちゃった♪

　　　　　すっっ・・・ごい・・・♪

　　　　　キミの精子・・・　んっ・・・　

　　　　　濃すぎてまだ喉に

　　　　　張り付いてるみたい・・・♪

真由莉「お姉さんふたりからのダブルフェラ・・・

　　　　　そんなに気持ち良かった・・・？



　　　　　そう・・・♪　嬉しいわ・・・♪

　　　　　れろちゅぱれろちゅぱ・・・・

　　　　　（■※優しい耳舐め　３０秒ほど）

花蓮　　「ふふ、どうせ今日だって、

　　　　　　まだまだ射精、するんでしょ？

　　　　　　ちゅぱちゅぱ・・・

　　　　　　いいよ・・・？　今日もズブズブになるまで、

　　　　　　何度でも気持ちよ～～～～～く、

　　　　　　びゅっ・・・　びゅっ・・・♪　って・・・。

　　　　　　射精、しようね・・・？

　　　　　　ちゅちゅぱ・・・

　　

　　　　　　（■※優しい耳舐め　１０秒ほど）

　　　　　　（■トラック０４　～終～）


